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横
路
孝
弘
元
北
海
道
知
事
が
今
年
二
月
二
日
、

毎
日
新
聞
元
記
者
の
西
山
太
吉
氏
が
同
二
四
日
に

相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
。
五
〇
年
以
上
前
の
沖
縄

日
米
密
約
事
件
の
当
事
者
二
人
だ
。

　
沖
縄
密
約
事
件
は
一
九
七
一
年
、
外
務
省
を
担

当
し
て
い
た
西
山
記
者
が
、
沖
縄
返
還
に
伴
い
米

国
が
支
払
う
べ
き
軍
用
地
原
状
回
復
補
償
費
四
〇

〇
万
ド
ル
を
日
本
が
肩
代
わ
り
す
る
密
約
を
記
し

た
電
信
文
を
、
同
省
の
女
性
事
務
官
か
ら
入
手
、

報
道
し
た
。
西
山
記
者
は
、
当
時
社
会
党
衆
院
議

員
だ
っ
た
横
路
氏
に
頼
ま
れ
電
信
文
を
提
供
し
、

横
路
氏
は
衆
院
予
算
委
員
会
で
暴
露
し
た
。

　
政
府
は
同
年
四
月
、
事
務
官
と
西
山
記
者
を
機

密
漏
洩
の
国
家
公
務
員
法
（
守
秘
義
務
）
違
反
教

唆
の
疑
い
で
逮
捕
。
週
刊
誌
に
よ
り
「
西
山
記
者

は
情
報
目
当
て
に
既
婚
の
外
務
省
事
務
官
に
近
づ

き
、性
交
渉
を
結
ん
だ
」
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、

世
間
の
関
心
事
は
「
密
約
の
存
在
」
か
ら
「
不
倫

の
存
在
」
に
移
っ
た
。

　
だ
が
、
政
府
が
否
定
し
続
け
た
密
約
は
二
〇
〇

〇
年
以
降
、
密
約
を
裏
付
け
る
米
公
文
書
の
公
開

が
相
次
い
だ
。
〇
六
年
に
は
北
海
道
新
聞
が
、
交

渉
当
時
日
本
側
代
表
だ
っ
た
吉
野
文
六
・
元
外
務

省
ア
メ
リ
カ
局
長
が
密
約
の
取
得
、
保
管
を
認
め

る
証
言
を
ス
ク
ー
プ
し
た
。
西
山
氏
は
〇
九
年
に

密
約
文
書
の
開
示
を
国
に
求
め
て
提
訴
。
二
〇
一

四
年
七
月
に
不
開
示
が
確
定
し
た
が
、
密
約
の
存

在
自
体
は
一
審
、
二
審
と
も
認
定
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
西
山
氏
の
逮
捕
当
初
は
、
毎
日
新
聞
を
始
め
メ

散 射 韻

る
。
取
材
の
反
社
会
性
が
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る

の
か
、
制
限
さ
れ
る
べ
き
か
も
問
わ
れ
た
事
件

だ
っ
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
日
々
の
取
材
で
、
国
家
を
は
じ
め
と
し
た
権
力

に
対
峙
す
る
と
き
、
常
に
分
の
悪
さ
を
感
じ
て
い

る
。
情
報
公
開
請
求
の
末
に
黒
塗
り
一
面
の
資
料

が
開
示
さ
れ
た
と
き
、
意
思
決
定
の
過
程
が
分
か

ら
な
い
と
き
、
ご
ま
か
し
が
ど
う
し
て
も
立
証
で

き
な
い
と
き
と
、
日
常
の
こ
と
だ
。
森
友
問
題
を

見
る
ま
で
も
な
く
、
改
ざ
ん
と
隠
蔽
は
続
い
て
お

り
、圧
倒
的
な
情
報
量
の
差
と
、「
無
か
っ
た
こ
と
」

に
す
る
構
造
的
圧
力
を
前
に
、
そ
れ
を
立
証
す
る

労
力
は
途
方
も
な
い
。
東
日
本
大
震
災
後
に
健
康

被
害
を
矮
小
化
し
よ
う
と
試
み
る
「
秘
密
会
議
」

を
暴
い
た
元
毎
日
新
聞
の
日
野
行
介
記
者
は
、
政

府
の
嘘
を
暴
く
の
に
必
要
な
気
質
を
「
狂
気
と
執

念
」
と
表
現
し
、
誰
も
が
持
ち
得
る
も
の
で
は
な

い
と
断
じ
る
。

　
政
府
や
行
政
の
説
明
責
任
と
は
情
報
公
開
だ
。

特
に
日
本
に
お
い
て
は
全
く
不
十
分
で
、
そ
こ
を

突
破
し
よ
う
と
報
道
は
日
々
試
行
錯
誤
す
る
。
そ

れ
が
時
に
、
暴
か
れ
た
事
実
で
は
な
く
、
暴
い
た

方
法
に
怒
り
が
向
く
こ
と
に
戸
惑
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
を
う
ま
く
権
力
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

も
。
暴
か
れ
た
事
実
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、

取
材
方
法
の
適
正
さ
を
内
外
で
常
に
問
い
、
説
明

を
尽
く
し
て
い
く
し
か
な
い
。

＜

隈＞

デ
ィ
ア
は
「
国
民
の
知
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
」

と
擁
護
の
論
陣
を
張
っ
た
。
だ
が
起
訴
状
に
「
情

を
通
じ
て
」
入
手
、
と
書
か
れ
る
に
至
り
、
密
約

問
題
が
女
性
の
弱
み
に
乗
じ
た
反
社
会
的
事
件
に

す
り
替
え
ら
れ
て
い
く
過
程
で
及
び
腰
と
な
っ

た
。
一
九
七
四
年
、
西
山
記
者
は
引
責
退
社
に
追

い
込
ま
れ
る
。
国
家
の
嘘
と
隠
蔽
を
暴
い
た
記
者

と
、
そ
の
暴
か
れ
た
事
実
を
守
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。
問
題
を
振
り
返
り
、
複
雑
な
思
い

を
抱
く
報
道
関
係
者
は
多
い
。

　
声
高
に
「
西
山
守
れ
」
を
言
え
な
い
背
景
に
は
、

取
材
で
得
た
密
約
文
書
を
報
道
で
は
な
く
議
員
へ

提
供
し
た
こ
と
、
そ
し
て
本
人
も
「
反
社
会
的
」

と
認
め
た
取
材
方
法
が
あ
る
か
ら
だ
。
密
約
の
存

在
と
不
倫
の
存
在
と
い
う
全
く
次
元
の
異
な
る
も

の
を
混
同
さ
せ
論
点
を
す
り
替
え
た
政
府
、
ま
ん

ま
と
の
っ
か
っ
た
世
論
、
裁
判
で
の
争
点
隠
し
に

は
大
い
に
批
判
・
反
論
は
で
き
る
。

　
だ
が
、
最
高
裁
判
決
で
「
取
材
手
法
が
対
象
者

の
人
格
の
尊
厳
を
著
し
く
蹂
躙
す
る
場
合
は
違
法

性
を
帯
び
る
」
と
し
た
よ
う
に
、
現
代
的
な
視
点

で
言
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
取

材
方
法
が
適
切
で
な
か
っ
た
が
故
に
個
人
を
擁
護

せ
よ
と
言
い
切
れ
な
い
歯
切
れ
の
悪
さ
が
あ
る
。

　
西
山
氏
自
身
は
、「
そ
う
い
う
取
材
で
な
い
と

不
当
な
国
家
機
密
が
取
れ
な
い
大
き
な
ジ
レ
ン
マ

が
あ
る
。（
略
）
国
家
が
国
民
を
欺
い
て
お
い
て

隠
し
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
取
材
の
反
社
会

性
を
非
難
す
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
、
い
か
に
社
会

を
毒
し
て
い
る
か
」
と
、
朝
日
新
聞
で
語
っ
て
い

圧倒的差の前に


